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税務情報 

国税庁 － 所得合算ルールに関する Q&Aの改訂版の公表 

2023 年度税制改正で創設され、2024 年度税制改正で制度の明確化等の観点か
らの見直しが行われた、OECD/G20の BEPS包摂的枠組みにおいて合意された
第 2の柱に係るグローバル・ミニマム課税のうち所得合算ルール（IIR: Income 

Inclusion Rule）に相当する「各対象会計年度の国際最低課税額に対する法人税」
（以下、日本版 IIR）について、国税庁は、本制度の疑問点等について税務上の
取扱いを取りまとめた Q&Aを公表（*1）しています。 

国税庁は 1月 28日、Q&Aの改訂版（第 3版）を公表しました。 

 各対象会計年度の国際最低課税額に対する法人税に関する Q&A 

今回の改訂では、「Q15（2）自国内最低課税額に係る税に関する法令が QDMTT

会計基準及び整合性基準の要件を満たすかどうかを確認する方法」が改訂され
ています。 

第 2版の Q15（2）では、日本以外の国・地域における自国内最低課税額に係る
税を課することとされている場合において、その自国内最低課税額に係る税に
関する法令が自国内最低課税額に係る税に関する適用免除基準の適用要件であ
る①QDMTT（Qualified Domestic Minimum Top-up Tax）会計基準（QDMTT 

Accounting Standard）及び②整合性基準（Consistency Standard）を満たし
ているかどうかを確認する方法として、今後、これらの要件を満たした自国内
最低課税額に係る税を課することとされている国・地域が自国内最低課税額に
係る税に関する適用免除基準の対象となる国又は地域としてOECDのホームペ
ージにおいて公表される予定であり、これらの要件を判定する場合の参考にな
ること等が紹介されていました。 

第 3版の Q15（2）では、1月 15日に BEPSに関する OECD/G20包摂的枠組み
から Administrative Guidance（*2）が公表され、グローバル・ミニマム課税に係
る国内法の規定の適格性を暫定的に確認するための迅速なプロセスのもと、包
摂的枠組みが定める一定の要件を満たし、適格であると判断された各国・地域
の IIR、QDMTT及び QDMTTセーフ・ハーバーに相当する規定の名称及びその
発効日が掲載されたリスト（1月 13日時点）（*3）が掲載されたことを踏まえ、こ
の公表に関連する内容が反映されています。 
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https://www.nta.go.jp/law/joho-zeikaishaku/hojin/hojinzei_qa/index.htm


 

 

KPMG Japan e-Tax News   2  

© 2025 KPMG Tax Corporation, a tax corporation incorporated under the Japanese CPTA Law and a member firm of the KPMG global organization of 
independent member firms affiliated with KPMG International Limited, a private English company limited by guarantee. All rights reserved. 
 

（*1）2023年 12月初版公表（e-Tax News No.297「国税庁 － 所得合算ルール
に係る Q&Aの公表」（2023年 12月 26日発行））、2024年 9月第 2版公表
（e-Tax News No.317「国税庁 － 所得合算ルールに係る Q&Aの改訂版の
公表」（2024年 9月 17日発行）） 

（ *2） 'Tax Challenges Arising from the Digitalisation of the Economy － 

Administrative Guidance on the Global Anti-Base Erosion Model Rules 

(Pillar Two), Central Record of Legislation with Transitional Qualified 

Status' 

（*3） 日本版 IIR に関する情報も記載されています。このリストは今後、定期的
かつ適時に更新される予定です。 

*** 

2025年度税制改正大綱（2024年 12月 27日閣議決定）において、グローバル・
ミニマム課税に係る改正（QDMTT及び軽課税所得ルール（UTPR: Undertaxed 

Profit Rule）に相当する規定の創設及び日本版 IIRの改正）が提案されています
ので（*）、今後、Q&Aのさらなる改訂が見込まれます。 

（*） 改正案の概要は、Tax Newsletter「2025年度税制改正大綱」（2024年 12月
26日発行）にてお知らせしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://kpmg.com/jp/ja/home/insights/2023/12/e-taxnews-20231226-2.html
https://kpmg.com/jp/ja/home/insights/2023/12/e-taxnews-20231226-2.html
https://kpmg.com/jp/ja/home/insights/2024/09/e-taxnews-20240917.html
https://kpmg.com/jp/ja/home/insights/2024/09/e-taxnews-20240917.html
https://www.oecd.org/content/dam/oecd/en/topics/policy-sub-issues/global-minimum-tax/administrative-guidance-globe-rules-pillar-two-central-record-legislation-transitional-qualified-status.pdf
https://www.oecd.org/content/dam/oecd/en/topics/policy-sub-issues/global-minimum-tax/administrative-guidance-globe-rules-pillar-two-central-record-legislation-transitional-qualified-status.pdf
https://www.oecd.org/content/dam/oecd/en/topics/policy-sub-issues/global-minimum-tax/administrative-guidance-globe-rules-pillar-two-central-record-legislation-transitional-qualified-status.pdf
https://www.oecd.org/content/dam/oecd/en/topics/policy-sub-issues/global-minimum-tax/administrative-guidance-globe-rules-pillar-two-central-record-legislation-transitional-qualified-status.pdf
https://kpmg.com/jp/ja/home/insights/2024/12/tax-newsletter-20241226.html
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